
未来ビジョンや都市計画マスタープランに即した計画として位置づ
関連計画と連携することにより本計画の実現を図ります。

まちづくりの取組方針

土地利用施策としての今後の方向性について、都市計画マスタープランを踏
より具体的な取組方針をまとめています。

本計画では、市街化区域における取組みはもとより、本市特有の広大
維持・活性化を目的とした「田園集落づくり制度」と一体的な取組
めることで多核連携型都市の実現を目指します。

の流れを受け取組まれる、人口減少抑制効果を発揮するため適正な
を緩やかに誘導していきます。

○市街化区域において、まちなか等を対象に望まれる都市機能
に誘導するとともに、公共交通と連動した良好な居住誘導
とするものです。

○このため、将来のまちづくりにおいて、さらに区域を
性を示すものではなく、既存の市街化区域内の土地利用
明確に示して、様々な誘導方策を取入れるため本計画
のです。

都心及び都心周辺部が担う機能

づ

計画目標 将来にわたり持続可能な都市

目標年次

対象区域

平成４０年頃 ※都市計画マスタープランと

７２，６４５ ha ※本市の都市計画区域全域
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地域拠点が担う機能



都市機能誘導施設の設定 誘導施策の展開


